
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三田青磁で有名な三輪明

神窯から講師を招き、6年

生がお皿に絵付け体験を

行いました。焼き上がり

が楽しみです。 

1995年 1月 17日に発生した阪神淡路大震災から 31年になります。約 6,434名の人の命が奪われ、甚大な

被害をもたらされました。本校では、震災のつどいを実施し、災害の状況、人々の助け合い、備えなどに

ついて校長や当時の様子を知る職員が児童に語りました。また、避難訓練も実施し地震の備えを確認しま

した。 

 １月２１日 三田空襲につ

いての出前授業 

１月１４日 ダイハツ工業ものづくり体験教室 

 

自動車の製造工程の原理を実物の部品や工具を使って体験できる教室として実施されているダイハツ工

業のものづくり体験教室に５・６年生が参加しました。模型を使って自動車のライン生産体験からはじ

まり、組立作業体験、溶接作業体験、塗装体験など工場内で行われている作業の一部を体験させていた

だきました。本物を見て、触って、感じる貴重な体験ができました。 

 

１月１６日 震災のつどい 

１月 19日 市内作品巡回展

の鑑賞 

市内の各学年の小学

生が制作した絵画作

品を鑑賞する機会と

して、校内で巡回展

を開催しました。 

１月２８日 三輪明神窯

の出前授業 

1945年 7月 19日に、戦時中の三田でも戦闘機

からの機銃掃射により、児童 4名と女性 1名が

犠牲になりました。その事件を伝え、平和教育

に取り組まれている大向校長先生を招き、6年

生に授業を実施していただきました。 


